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トランポノミクス
と日本

「米国第一主義」は何をもたらすのか。
経済は長期的な成長に向かうのか。
トランプ大統領の政策とその影響、
そして日本の対応を考える。



ト
ラ
ン
プ
政
権
の
誕
生
か
ら
三
ヶ
月
余

り
。
声
高
な
「
米
国
第
一
主
義
」
は
何
を

も
た
ら
す
の
か
。
米
国
は
、
こ
れ
ま
で
自

ら
が
果
た
し
て
き
た
国
際
的
な
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
使
命
を
手
放
す
の
か
。
今
も
米

国
の
内
外
で
期
待
と
不
安
が
交
錯
し
て
い

る
。
成
長
志
向
の
経
済
政
策
を
と
る
と
の

期
待
も
先
行
し
た
が
、
具
体
的
な
政
策
の

道
筋
は
未
だ
明
ら
か
で
は
な
い
。
ト
ラ
ン

ポ
ノ
ミ
ク
ス
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。
ま

た
、
そ
れ
を
迎
え
る
日
本
は
ど
う
対
応
す

る
べ
き
か
、
考
え
る
。
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ト
ラ
ン
ポ
ノ
ミ
ク
ス

と
日
本



経
済
政
策
へ
の
期
待
は
高
ま
る
が
、

実
現
効
果
は
未
知
数

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
誕
生
し
て
、
三
カ
月
余
り
が
経た

っ
た
。
就
任

以
降
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
矢
継
ぎ
早
に
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

ま
で
の
大
統
領
と
は
異
な
る
「
米
国
第
一
主
義
」
が
何
と
い
っ
て
も

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
政
策
の
特
徴
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
姿

勢
は
、
メ
キ
シ
コ
国
境
の
壁
建
設
や
難
民
、
移
民
の
入
国
制
限
な
ど

就
任
早
々
次
々
と
大
統
領
令
で
打
た
れ
た
政
策
に
表
れ
た
。
米
国
民

の
雇
用
支
援
の
最
優
先
を
念
頭
に
置
い
た
政
策
で
あ
り
、
こ
う
し
た

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
姿
勢
を
め
ぐ
り
「
人
種
の
る
つ
ぼ
（M

elting 

Pot

）」
社
会
と
い
わ
れ
て
き
た
米
国
の
分
断
が
進
ん
で
い
る
こ
と
は

懸
念
材
料
で
あ
る
。
一
方
で
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
成
長
志
向
の
経

済
政
策
を
取
る
と
の
期
待
か
ら
、
米
国
の
消
費
者
や
企
業
の
マ
イ
ン

ド
は
改
善
傾
向
に
あ
り
、
昨
秋
以
降
ド
ル
高
、
株
高
が
進
ん
だ
。

　

日
本
か
ら
み
る
と
、
二
月
の
日
米
首
脳
会
談
で
は
日
米
関
係
は
ひ

と
ま
ず
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
た
形
だ
が
、
今
後
ト
ラ
ン
プ
政
権

の
政
策
が
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く
か
は
不
確
実
性
が
高
く
、
日

本
と
し
て
も
変
化
す
る
米
国
に
い
か
に
対
応
し
、
国
際
的
な
役
割
を

果
た
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

企
画
に
当
た
って

「
米
国
第
一
主
義
」

は
何
を

も
た
ら
す
の
か

―
経
済
成
長
の
実
現
は
不
確
実

　

そ
こ
で
今
回
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
経
済
政
策
、
い
わ
ゆ
る
ト

ラ
ン
ポ
ノ
ミ
ク
ス
は
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
米
国
や
世
界
経
済
に
も

た
ら
し
、
日
本
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
、
識
者
の
方
々
に
専

門
の
分
野
か
ら
の
ご
意
見
を
伺
っ
た
。

　

経
済
成
長
へ
の
プ
ラ
ス
の
効
果
を
も
つ
政
策
と
し
て
、
共
和
党
ブ

ッ
シ
ュ
政
権
で
大
統
領
経
済
諮
問
委
員
会
委
員
長
を
務
め
た
グ
レ

ン
・
ハ
バ
ー
ド
氏
が
強
調
す
る
の
は
、
生
産
性
向
上
を
め
ざ
す
税
制

改
革
と
規
制
緩
和
お
よ
び
雇
用
支
援
で
あ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
こ
れ
ら
の
政
策
実
現
に
よ
っ
て
、
民
主
党
時
代

の
規
制
強
化
で
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
た
金
融
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
産
業
等
を
活
性
化
し
、
ま
た
輸
出
競
争
力
を
失
っ
て
い
た
製
造

業
や
中
間
層
に
は
減
税
に
よ
る
恩
恵
を
与
え
よ
う
と
の
意
図
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
オ
バ
マ
ケ
ア
の
見
直
し
や
一
兆
ド
ル
規
模
も
の
大

規
模
な
イ
ン
フ
ラ
投
資
も
重
点
政
策
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
ハ

バ
ー
ド
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
、
短
期
的
な

政
策
よ
り
も
、
長
期
的
な
構
造
問
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
米
国
の
成
長
に
対
す
る
期
待
は
維
持
で
き
る
可
能
性
も

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
う
ち
多
く
の
政
策
は
、
今
後
共
和
党
議
会
と

の
議
論
を
経
て
ど
の
程
度
が
実
現
す
る
か
は
未
知
数
で
あ
る
。
ま
た
、

翁 

百
合

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
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発
機
構 

理
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株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所 

副
理
事
長
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ま
ず
通
商
政
策
に
つ
い
て
は
、
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
か
ら
の
離
脱
を
就
任
早
々
表
明
し
、
北
米
自
由
貿
易
協

定
（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
見
直
し
の
方
向
も
打
ち
出
し
た
。
ま
た
、
法
人

税
に
米
国
輸
出
産
業
に
と
っ
て
有
利
な
国
境
調
整
措
置
を
導
入
し
よ

う
と
い
っ
た
動
き
は
、
木
村
福
成
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ

（
世
界
貿
易
機
関
）
を
中
心
と
す
る
貿
易
ル
ー
ル
等
に
抵
触
す
る
可

能
性
が
あ
り
、
相
手
国
の
報
復
な
ど
も
招
き
、
世
界
経
済
に
負
の
効

果
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
政
策
の
転
換
も
、
世
界
経
済
の
長
期
的
成
長

に
と
っ
て
は
懸
念
材
料
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
新
政
権
は
、
地
球
温
暖

化
に
消
極
的
な
政
権
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
こ
の
結
果
パ

リ
協
定
遂
行
の
勢
い
が
削そ

が
れ
、
環
境
問
題
へ
の
国
際
的
な
取
り
組

み
の
ス
ピ
ー
ド
が
鈍
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
橘
川
武

郎
氏
は
、
米
国
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
に
よ
っ
て
天
然
ガ
ス
価
格
が
低

下
し
て
お
り
、
こ
れ
が
継
続
す
る
か
ぎ
り
パ
リ
協
定
が
受
け
る
ダ
メ

ー
ジ
は
限
ら
れ
た
も
の
に
と
ど
ま
る
だ
ろ
う
と
の
説
得
的
な
見
方
を

示
し
て
い
る
。

　

全
体
と
し
て
、
保
護
主
義
的
な
政
策
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
不
確
実

性
が
高
く
、
減
税
の
実
現
可
能
性
や
大
規
模
財
政
支
出
の
政
策
効
果

も
不
透
明
で
あ
り
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
長
期
的
な
構
造
問
題
に
本

い
く
好
機
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。

　

ま
さ
に
、
自
由
貿
易
や
、
法
の
支
配
、
環
境
保
全
と
い
っ
た
レ
ジ

ー
ム
を
、
米
国
を
は
じ
め
世
界
各
国
に
呼
び
掛
け
つ
つ
、
国
際
的
な

情
勢
を
よ
く
分
析
し
、
日
本
は
今
後
国
際
的
な
貢
献
を
一
層
高
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
日
本
の
果
た
す
べ
き
国
際
的
な
役
割
が
増
し
て

い
る
と
の
見
方
は
、
多
く
の
識
者
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
と
い
え
る
。

二
月
の
日
米
首
脳
会
談
で
は
日
米
間
の
経
済
対
話
が
新
設
さ
れ
た
。

日
本
政
府
と
し
て
は
自
由
な
貿
易
・
投
資
の
論
理
は
貫
徹
し
つ
つ
、

戦
略
的
か
つ
緊
密
に
協
議
を
行
な
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

格
的
に
取
り
組
ま
な
い
か
ぎ
り
、
当
初
市
場
が
期
待
し
て
い
た
ほ
ど

の
経
済
成
長
が
実
現
で
き
な
い
可
能
性
は
高
い
。
今
後
の
政
策
の
動

向
を
慎
重
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

日
本
は
国
際
公
共
財
を
守
る
役
割
を

　

そ
れ
で
は
、
変
化
す
る
米
国
に
、
日
本
は
ど
う
対
応
し
て
い
く
べ

き
か
。
地
政
学
リ
ス
ク
が
一
段
と
高
ま
る
な
ど
、
外
交
面
で
の
不
確

実
性
も
増
し
て
い
る
が
、
岡
本
行
夫
氏
は
、
い
ま
こ
そ
日
本
が
国
の

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
広
げ
て
「
国
際
公
共
財
」
を
守
る
役
割
を
担
っ
て

こ
れ
ら
の
政
策
が
議
会
を
通
っ
て
実
現
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
効
果

が
出
て
く
る
の
は
か
な
り
時
間
が
か
か
る
可
能
性
が
高
い
。
な
お
、

日
本
の
長
期
金
利
や
為
替
相
場
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
連
邦
準

備
制
度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
の
金
融
政
策
も
、
こ
れ
ら
の
ト
ラ
ン
プ

政
権
の
政
策
効
果
が
ど
の
よ
う
に
発
現
す
る
か
を
見
極
め
な
が
ら
、

金
利
引
き
上
げ
の
ペ
ー
ス
を
決
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
政
策
に
対
し
て
は
、
懐
疑
的
な
見
方

も
多
い
。
こ
の
点
、
吉
川
洋
氏
は
、
現
在
米
国
経
済
を
牽け

ん

引
す
る
強

い
Ｉ
Ｔ
産
業
は
、
多
く
の
優
秀
な
移
民
を
惹ひ

き
付
け
て
発
展
し
た
米

国
な
ら
で
は
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が
生
み
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、

そ
も
そ
も
の
米
国
第
一
主
義
に
疑
問
を
投
げ
掛
け
る
。
そ
し
て
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
の
米
国
経
済
に
対
す
る
現
状
認
識
を
疑
問
視
し
、
す
で

に
足
元
の
経
済
が
良
く
な
っ
て
い
る
以
上
、
財
政
出
動
は
目
玉
と
な

ら
ず
、
減
税
の
経
済
活
性
化
効
果
も
疑
わ
し
い
と
指
摘
す
る
が
、
ト

ラ
ン
ポ
ノ
ミ
ク
ス
の
限
界
に
つ
い
て
重
要
な
見
方
を
提
示
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
通
商
政
策
の
変
更
、
国
境
調
整
措
置
な
ど
の
税
制
改
革
は
、

米
国
第
一
主
義
を
象
徴
す
る
経
済
政
策
と
い
え
、
そ
も
そ
も
実
現
す

る
の
か
、
保
護
主
義
的
な
政
策
が
副
作
用
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い

か
と
い
う
点
が
懸
念
さ
れ
る
。
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・
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Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
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機
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京
都
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用
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

ト
ラ
ン
ポ
ノ
ミ
ク
ス
は
米
国
の
政
策
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
。

日
本
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。

識
者
に
問
う

統
領
選
後
の
米
国
の
株
式
市
場
の

活
況
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
経
済

成
長
志
向
へ
の
政
策
転
換
を
図
る

と
楽
観
的
に
受
け
止
め
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
が
、

新
政
権
は
、
そ
の
反
応
が
正
し
い
こ
と
を
示
す

必
要
が
あ
る
。
最
優
先
の
課
題
は
経
済
成
長
を

再
開
さ
せ
る
こ
と
だ
。
人
び
と
の
期
待
を
リ
セ

ッ
ト
し
、
長
期
的
な
成
長
に
向
か
わ
せ
る
た
め

の
、
生
産
性
の
向
上
と
雇
用
支
援
の
政
策
の
実

施
が
必
要
だ
。

　

生
産
性
に
つ
い
て
は
、
税
制
改
革
と
規
制
改

革
の
二
つ
が
礎
石
と
な
る
。
ま
ず
、
法
人
税
率

を
大
幅
に
引
き
下
げ
る
と
と
も
に
、
課
税
ベ
ー

ス
を
拡
大
す
る
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
公
益

事
業
へ
の
投
資
の
障
壁
を
下
げ
、
中
小
企
業
の

借
り
入
れ
が
容
易
に
な
る
よ
う
に
金
融
規
制
を

見
直
す
べ
き
だ
。

　

一
方
、
雇
用
は
、
成
長
、
所
得
、
そ
し
て
社

会
的
尊
厳
を
保
持
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
も
の

だ
。
支
援
策
と
し
て
は
、
医
療
分
野
で
市
場
機

能
を
活
用
し
、
医
療
費
の
増
加
を
抑
制
す
る
と

い
っ
た
よ
り
広
範
な
対
応
が
必
要
と
な
る
。
加

経
済
成
長
の
た
め
の
礎
石
を
築
け

グ
レ
ン
・ハバ
ー
ド

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学
院

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

校
長

え
て
、
税
制
改
革
も
重
要
な
役
目
を
負
う
。
子

ど
も
の
い
な
い
労
働
者
（
各
種
給
付
の
対
象
外
）

に
対
す
る
勤
労
所
得
税
額
控
除
を
大
幅
に
強
化

し
て
就
労
を
促
し
、
ス
キ
ル
の
獲
得
を
支
援
す

る
。
ま
た
、
連
邦
の
職
業
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

使
い
勝
手
が
悪
い
た
め
、
再
就
職
の
た
め
の
個

人
の
所
得
補
助
に
財
源
を
振
り
分
け
、
各
人
の

訓
練
を
強
化
す
る
。

　

生
産
性
向
上
に
公
共
事
業
が
寄
与
す
る
に
は

時
間
が
か
か
る
が
、
仕
組
み
を
工
夫
す
れ
ば
、

人
び
と
の
期
待
が
変
わ
り
、
総
需
要
を
増
や
す
。

た
と
え
ば
、
政
府
が
長
期
的
に
関
与
す
る
こ
と

や
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
構
築
し
、
連
邦
、
州
、
地
域
も
し
く
は
個

人
の
組
み
合
わ
せ
で
資
金
が
拠
出
さ
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

か
つ
て
金
融
危
機
に
際
し
、
即
座
に
力
強
い

対
策
を
行
な
っ
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
が
、
中

央
銀
行
に
政
策
を
依
存
し
す
ぎ
て
、
大
胆
な
改

革
に
取
り
組
む
政
府
の
意
欲
を
削
ぐ
結
果
と
な

っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
成
長
に
軸
足
を
移

し
、
そ
う
し
た
政
策
と
は
決
別
す
る
。
金
融
政

策
に
よ
る
刺
激
と
そ
の
過
度
な
依
存
は
失
敗
で

あ
る
。
短
期
的
な
政
策
に
重
き
を
置
く
こ
と
で
、

長
期
的
な
構
造
問
題
が
疎お

ろ
そか

に
さ
れ
、
そ
れ
が

成
長
を
抑
制
し
、
多
く
の
家
計
や
経
済
界
の
経

済
的
な
懸
念
を
悪
化
さ
せ
て
き
た
。

　

正
し
い
政
策
・
行
動
・
意
思
疎
通
に
よ
っ
て
、

楽
観
を
維
持
し
、
所
得
の
向
上
と
機
会
の
拡
大

を
生
み
出
す
と
き
だ
。
政
策
課
題
を
広
げ
る
と
、

政
策
の
焦
点
や
、
市
民
に
対
す
る
経
済
的
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
明
快
さ
を
見
失
う
恐
れ
が
あ
る
。

グ
レ
ン
・
ハ
バ
ー
ド
（R. Glenn Hubbard

）

米
国
の
著
名
な
経
済
学
者
。
二
〇
〇
一
―
〇
三
年
、
ジ

ョ
ー
ジ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
下
で
は
大
統
領
経
済
諮
問

委
員
会（
Ｃ
Ｅ
Ａ
）委
員
長
を
務
め
た
。
二
〇
〇
三
年「
ブ

ッ
シ
ュ
減
税
」
の
推
進
者
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
Ｐ
ｈ
．
Ｄ
．

取
得
後
、
一
九
八
八
年
よ
り
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
教
鞭
を

執
る
。
専
門
は
公
共
財
政
学
、
マ
ク
ロ
経
済
学
、
産
業

組
織
論
な
ど
。
現
在
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
連
銀
経
済
諮
問

委
員
を
兼
務
。
要
職
・
公
職
を
多
数
歴
任
。
著
書
・
論

文
多
数
。
著
書
に『Seeds of Destruction

』〔
共
著
〕（FT 

Press

、
二
〇
一
〇
年
）
他
。

大

R. Glenn Hubbard and Tim Kane〔2013〕

BALANCE:
Why do great powers lose it? How can America regain it?

Simon & Schuster
グレン・ハバード、ティム・ケイン〔2014〕

『なぜ大国は衰退するのか―古代ローマから現代まで』久保恵美子（翻訳）、日本経済新聞出版社
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

ト
ラ
ン
ポ
ノ
ミ
ク
ス
は
米
国
の
政
策
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
。

日
本
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。

識
者
に
問
う

面
の
経
済
政
策
に
つ
い
て
は
、
財

政
出
動
を
目
玉
に
す
る
と
い
う
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
米
国
経
済
が
う
ま

く
い
っ
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、

足
元
の
経
済
は
良
く
な
っ
て
い
る
。
住
宅
価
格

は
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
シ
ョ
ッ
ク
の
前
の
水
準
に

近
づ
い
て
お
り
、
経
済
学
者
の
ロ
バ
ー
ト
・
シ

ラ
ー
は
す
で
に
バ
ブ
ル
気
味
と
述
べ
て
い
る
ほ

ど
だ
。
Ｆ
Ｒ
Ｂ
も
す
で
に
二
〇
一
六
年
末
か
ら

金
利
を
上
げ
て
き
て
い
る
。
ミ
ネ
ソ
タ
橋
が
崩

落
す
る
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
と
い
う
問
題

は
あ
る
が
、
公
共
事
業
の
支
出
額
の
適
正
額
は
、

マ
ク
ロ
経
済
の
状
況
か
ら
判
断
さ
れ
る
べ
き
だ
。

　

減
税
の
経
済
活
性
化
の
効
果
も
疑
わ
し
い
。

米
国
の
製
造
業
が
国
際
競
争
力
を
失
っ
た
の
は
、

法
人
税
が
高
い
た
め
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
い

ま
さ
ら
税
率
を
下
げ
た
と
し
て
も
製
造
業
が
復

活
す
る
わ
け
で
も
あ
る
ま
い
。
米
国
経
済
を
引

っ
張
る
グ
ー
グ
ル
や
ア
マ
ゾ
ン
と
い
っ
た
Ｉ
Ｔ

産
業
は
、
米
国
社
会
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が
生
み

出
し
た
も
の
で
、
政
府
の
政
策
の
結
果
で
は
な

い
。
そ
の
意
味
で
も
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
「
米
国

経
済
対
話
の
内
容
は
公
開
す
べ
き

吉
川 

洋

立
正
大
学
経
済
学
部

教
授

第
一
主
義
」
は
き
わ
め
て
筋
が
悪
い
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
安
倍
首
相
と
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
の
初
の
首
脳
会
談
で
、
日
米
間
で
の
経
済

対
話
の
新
設
が
合
意
さ
れ
た
。
も
し
、
こ
の
ま

ま
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
安
定
感
を
欠
い
た
状
況
が

続
く
と
、
経
済
へ
の
悪
影
響
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
う
な
れ
ば
、
対
話
の
場
で
、
日
本
は
「
円
安

誘
導
」
と
の
批
判
が
噴
出
し
か
ね
な
い
。

　

過
去
に
も
日
米
構
造
協
議
な
ど
が
あ
っ
た
が
、

日
本
に
と
っ
て
米
国
が
求
め
て
く
る
「
国
際
協

調
」
は
鬼
門
。
そ
も
そ
も
、
二
国
間
の
交
渉
は
、

事
実
誤
認
に
基
づ
く
も
の
も
多
く
、
筋
が
悪
い

政
策
に
な
り
が
ち
だ
。
過
去
を
振
り
返
っ
て
も

保
護
主
義
は
問
題
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
こ
と

は
明
ら
か
だ
。

　

し
か
も
、
ひ
と
き
わ
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
が
財
政
や
経
済
問
題
を
、
安
全

保
障
と
の
関
係
で
取
引
し
よ
う
と
す
る
こ
と
だ
。

日
本
が
為
替
恐
怖
症
で
あ
る
こ
と
は
、
完
全
に

読
ま
れ
て
い
て
、
為
替
が
交
渉
の
人
質
に
取
ら

れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

決
ま
る
べ
き
為
替
レ
ー
ト
を
交
渉
の
議
題
に
す

べ
き
で
は
な
い
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
も
、

経
済
対
話
で
協
議
さ
れ
る
内
容
は
情
報
公
開
さ

れ
る
べ
き
だ
。

吉
川 

洋
（
よ
し
か
わ
・
ひ
ろ
し
）

保
護
主
義
は
全
て
の
国
に
経
済
的
な
打
撃
を
与
え
る
と

し
、
自
由
貿
易
を
主
導
し
て
き
た
米
国
の
歴
史
的
転
換

を
注
視
す
る
。
専
門
は
マ
ク
ロ
経
済
学
。
イ
ェ
ー
ル
大

学
大
学
院
修
了
。
Ｐ
ｈ
．Ｄ
．。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大

学
経
済
学
部
助
教
授
等
を
経
て
、
東
京
大
学
大
学
院
経

済
学
研
究
科
教
授
。
二
〇
一
六
年
に
退
官
し
、
現
職
。

財
務
省
財
政
制
度
審
議
会
会
長
（
前
）、
厚
生
労
働
省

社
会
保
障
審
議
会
委
員
な
ど
、公
職
多
数
。
著
書
に
『
デ

フ
レ
ー
シ
ョ
ン
―
“
日
本
の
慢
性
病
”
の
全
貌
を
解
明

す
る
』（
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
他
。

吉川 洋〔2016〕

『人口と日本経済―長寿、イノベーション、経済成長』
中公新書

当

※
聞
き
手

：

榊
麻
衣
子
（
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
研 

研
究
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
・
研
究
員
）
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

ト
ラ
ン
ポ
ノ
ミ
ク
ス
は
米
国
の
政
策
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
。

日
本
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。

識
者
に
問
う

ラ
ン
プ
氏
の
登
場
に
よ
っ
て
、
米

国
の
み
な
ら
ず
世
界
中
が
大
き
な

不
確
実
性
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

　

東
ア
ジ
ア
で
は
ま
ず
、
安
全
保
障
面
で
一
定

の
安
定
均
衡
に
落
ち
着
け
る
か
が
問
題
と
な
る
。

国
際
通
商
政
策
と
の
関
係
で
も
、
安
全
保
障
体

制
の
激
変
が
最
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

次
に
、
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
を
中
心

と
す
る
国
際
貿
易
ル
ー
ル
が
崩
壊
し
な
い
か
、

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ト
ラ
ン
プ
氏
が

「
つ
ぶ
や
い
て
」
い
る
対
米
貿
易
黒
字
国
へ
の

高
額
関
税
賦
課
、
国
境
税
の
導
入
、
メ
キ
シ
コ

国
境
に
壁
を
つ
く
る
た
め
の
高
額
関
税
賦
課
な

ど
は
、
米
国
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
約
束
し
て
い
る
Ｗ
Ｔ

Ｏ
譲
許
関
税
や
無
差
別
原
則
に
抵
触
す
る
可
能

性
が
高
い
。
政
策
を
課
さ
れ
た
国
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
紛

争
解
決
に
訴
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
判
断
が

下
さ
れ
る
ま
で
数
年
か
か
る
。
そ
の
間
、
米
国

が
政
策
を
撤
回
し
な
い
な
ら
、
相
手
国
も
報
復

措
置
に
走
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
積
み

上
げ
て
き
た
国
際
貿
易
ル
ー
ル
が
な
い
が
し
ろ

に
さ
れ
る
こ
と
は
、
世
界
経
済
全
体
に
大
き
な

ト
ラ
ン
プ
時
代
の
国
際
通
商
政
策

木
村
福
成

慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部

教
授

負
の
効
果
を
も
た
ら
す
。

　

地
域
経
済
統
合
は
ど
う
な
る
か
。
北
米
自
由

貿
易
協
定
（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
は
改
定
交
渉
に
入

る
の
だ
ろ
う
が
、
何
を
め
ざ
す
も
の
と
な
る
の

か
。
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

協
定
に
米
国
が
戻
る
可
能
性
は
短
期
的
に
は
な

く
な
っ
た
が
、
他
の
一
一
カ
国
は
米
国
抜
き
の

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
コ
ミ
ッ
ト
で
き
る
の
か
。
日
本
は
、

米
国
か
ら
求
め
ら
れ
れ
ば
、
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉

に
入
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
ど
の
よ
う
に
交
渉
す

べ
き
か
。
日
本
と
Ｅ
Ｕ
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
ま
と
め
ら

れ
る
か
。
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
は
多
い
。

　

こ
う
い
う
と
き
こ
そ
、
自
由
な
貿
易
・
投
資

の
論
理
を
貫
徹
す
べ
き
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
際
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
本
来

日
本
が
進
め
る
べ
き
農
業
保
護
の
撤
廃
と
、
理

屈
に
合
わ
な
い
米
車
販
売
要
求
等
と
を
、
政
治

的
調
整
コ
ス
ト
の
み
を
念
頭
に
一
緒
く
た
に
し

て
交
渉
し
て
は
な
ら
な
い
。
正
論
を
貫
か
な
け

れ
ば
、
理
不
尽
な
要
求
を
押
し
戻
す
こ
と
は
で

き
な
い
。

　

そ
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

連
合
）
を
も
り
立
て
て
東
ア
ジ
ア
包
括
的
経
済

連
携
協
定
（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）
を
取
り
ま
と
め
、
同

地
域
が
引
き
続
き
自
由
な
貿
易
・
投
資
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
世
界
に
示
す
べ
き
で

あ
る
。
す
ぐ
に
合
意
で
き
な
い
部
分
は
継
続
交

渉
と
し
、
ま
ず
は
早
期
に
締
結
す
る
こ
と
が
、

い
ま
と
な
っ
て
は
重
要
で
あ
る
。

木
村
福
成
（
き
む
ら
・
ふ
く
な
り
）

国
際
的
生
産
・
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
理
論
・
実
証
・

政
策
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
研
究
し
、
メ
ガ
Ｆ
Ｔ
Ａ

の
重
要
性
を
訴
え
て
き
た
。
専
門
は
国
際
貿
易
論
、
開

発
経
済
学
。
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
で
Ｐ
ｈ
．Ｄ
．（
経

済
学
）
取
得
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
経
済
学
部

助
教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
助
教
授
を
経
て
、

二
〇
〇
〇
年
よ
り
現
職
。二
〇
〇
八
年
よ
り
東
ア
ジ
ア
・

ア
セ
ア
ン
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

を
兼
務
。
著
書
に
『
国
際
経
済
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
―

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
と
対
外
経
済
政
策
』

〔
共
編
著
〕（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）
他
。

馬田啓一・浦田秀次郎・木村福成〔2016〕

『TPP の期待と課題―アジア太平洋の新通商秩序』
文眞堂

ト
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

ト
ラ
ン
ポ
ノ
ミ
ク
ス
は
米
国
の
政
策
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
。

日
本
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。

識
者
に
問
う

ラ
ン
プ
米
大
統
領
の
登
場
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
政
策
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
。
二
つ
の

論
点
に
注
目
し
た
い
。

　
一
つ
目
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
対
す
る
国
際

的
枠
組
み
で
あ
る
パ
リ
協
定
（
二
〇
一
五
年
一
二

月
締
結
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
発
効
）
へ
の
否
定

的
な
影
響
で
あ
る
。
中
国
と
並
ぶ
二
大
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
で
、
地
球
温
暖

化
自
体
に
懐
疑
的
な
政
権
が
誕
生
し
た
こ
と
で
、

パ
リ
協
定
遂
行
の
勢
い
が
削
が
れ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

　

た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
を
要
す
る
の
は
、
オ
バ

マ
前
大
統
領
の
積
極
的
に
見
え
た
地
球
温
暖
化

対
策
も
、
じ
つ
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
め
ぐ
る
市
場
原
理
を
反
映
し
た
も
の
に
す
ぎ

な
か
っ
た
と
い
う
、
冷
厳
な
事
実
で
あ
る
。

二
〇
〇
〇
年
代
中
葉
か
ら
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
が

進
行
し
た
ア
メ
リ
カ
で
は
、
天
然
ガ
ス
価
格
が
低

下
し
、
天
然
ガ
ス
価
格
が
石
炭
価
格
を
下
回
る

と
い
う
、
例
外
的
な
現
象
が
定
着
し
た
。
こ
の

現
象
を
受
け
て
、
火
力
発
電
所
等
で
石
炭
か
ら

ト
ラ
ン
プ
登
場
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
政
策
へ
の
影
響

橘
川
武
郎

東
京
理
科
大
学
大
学
院

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科

教
授

天
然
ガ
ス
へ
の
燃
料
転
換
が
起
こ
り
、
結
果
と
し

て
、
二
酸
化
炭
素
を
中
心
と
す
る
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
係
数
は
低
下
し
た
。
オ
バ
マ
の
地
球
温

暖
化
対
策
面
で
の
貢
献
も
、
自
ら
の
政
策
の
成

果
と
い
う
よ
り
、
こ
の
市
場
の
変
化
の
恩
恵
と
見

な
し
た
ほ
う
が
正
確
で
あ
ろ
う
。

　

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ト
ラ
ン
プ
も
ま
た
、

ア
メ
リ
カ
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め
ぐ
る
市
場
原
理

か
ら
自
由
で
あ
り
え
る
は
ず
が
な
い
。
ト
ラ
ン
プ

が
い
く
ら
「
石
炭
の
復
活
」
を
唱
え
て
も
、
シ
ェ

ー
ル
ガ
ス
革
命
が
継
続
し
、
天
然
ガ
ス
価
格
が

石
炭
価
格
を
下
回
り
続
け
る
か
ぎ
り
、
石
炭
復

活
の
効
果
に
は
限
界
が
あ
る
。
冷
静
に
見
れ
ば
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
登
場
に
よ
っ
て
パ
リ
協
定
が

受
け
る
ダ
メ
ー
ジ
は
、
限
ら
れ
た
も
の
に
と
ど
ま

る
可
能
性
が
高
い
。

　
二
つ
目
は
、
米
露
関
係
の
変
化
が
日
露
間
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
及
ぼ
す
大
き
な
影
響
で
あ
る
。

二
〇
一
六
年
一
二
月
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
来
日

の
際
、
日
本
は
ロ
シ
ア
か
ら
、
領
土
問
題
に
つ
い

て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
力
問
題
に
つ
い
て
も
、
目
に

見
え
る
成
果
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
理
由
は
、
ト
ラ
ン
プ
の
大
統
領
当
選
に
よ
っ

て
、
米
露
関
係
が
劇
的
に
好
転
し
、
対
露
制
裁

も
解
除
な
い
し
緩
和
さ
れ
る
可
能
性
が
出
て
き

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
プ
ー
チ
ン
と
し

て
も
、
領
土
問
題
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
力
問
題
で
、

日
本
に
「
譲
歩
」
す
る
必
要
は
な
く
な
る
。
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
の
登
場
は
、
日
露
間
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
協
力
問
題
に
も
影
を
落
と
し
て
い
る
。

橘
川
武
郎
（
き
っ
か
わ
・
た
け
お
）

経
営
学
の
視
点
か
ら
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
を
研

究
。
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
単
位
取
得
退
学
。

経
済
学
博
士
。
青
山
学
院
大
学
経
営
学
部
助
教
授
、
東

京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
教
授
、
一
橋
大
学
大
学
院
商

学
研
究
科
教
授
を
経
て
、
二
〇
一
五
年
よ
り
現
職
。
専

門
は
日
本
経
営
史
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
論
。
経
済
産
業

省
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
委
員
。
研
究
の
国
際

化
へ
強
い
関
心
を
も
ち
第
二
回
世
界
経
営
史
会
議

（
二
〇
二
〇
年
東
京
開
催
）責
任
者
を
務
め
る
。
著
書
に
、

『
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
（
産
業
経
営
史
シ
リ
ー
ズ
七
）』（
日

本
経
営
史
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
）
他
。

橘川武郎〔2013〕

『日本のエネルギー問題
（世界のなかの日本経済：不確実性を超えて 2）』

NTT 出版

ト
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

ト
ラ
ン
ポ
ノ
ミ
ク
ス
は
米
国
の
政
策
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
。

日
本
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。

識
者
に
問
う

ラ
ン
プ
大
統
領
の
就
任
演
説
に
は

落
胆
し
た
。
自
由
と
民
主
主
義
を

守
る
ア
メ
リ
カ
の
理
念
は
一
言
も

な
く
、「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
だ
け
が

強
調
さ
れ
た
。「
他
の
国
家
も
自
国
の
利
益
を

最
優
先
す
る
権
利
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
が
そ
の

輝
か
し
い
手
本
と
な
る
」
と
。
歴
代
大
統
領
の

就
任
演
説
で
こ
れ
ほ
ど
品
の
悪
い
も
の
は
な
か

っ
た
。
こ
の
と
お
り
に
な
れ
ば
、
各
国
が
お
互

い
に
背
を
向
け
あ
う
世
界
に
な
る
。
自
由
、
民

主
主
義
、
法
の
支
配
、
自
由
貿
易
、
金
融
基
盤

強
化
、貧
困
国
支
援
、環
境
保
全
と
い
っ
た
「
国

際
公
共
財
」
の
た
め
の
レ
ジ
ー
ム
づ
く
り
を
負

担
す
る
国
は
な
く
な
り
、
世
界
は
漂
流
す
る
。

　

し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
宣
言
は
日
本
の
好
機
だ
。

日
本
は
「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
批
判

す
る
が
、
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、
自
分
は
ず
っ

と
「
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
で
や
っ
て
き

た
。
各
国
が
何
千
、
何
万
人
規
模
で
難
民
を
受

け
入
れ
て
も
、
日
本
は
数
十
人
、
去
年
は
二
六

人
し
か
難
民
認
定
し
な
い
。
な
の
に
国
会
の
議

論
は
、「
ト
ラ
ン
プ
の
移
民
入
国
禁
止
は
け
し

「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
宣
言
は

日
本
の
好
機

か
ら
ん
か
ら
抗
議
し
ろ
」。
ま
こ
と
に
身
勝
手

な
も
の
だ
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
は

一
九
九
七
年
を
ピ
ー
ク
に
当
初
予
算
ベ
ー
ス
で

は
半
分
近
く
に
減
っ
た
。
そ
れ
も
途
上
国
か
ら

の
返
済
金
を
再
び
回
す
か
ら
「
真
水
」
は
ま
こ

と
に
少
な
い
。
防
衛
費
負
担
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
対
比

で
は
世
界
の
一
〇
二
位
。
海
外
で
日
本
の
市
民

や
財
産
を
守
る
リ
ス
ク
は
外
国
の
軍
隊
に
負
わ

せ
て
き
た
。

　

日
本
は
ア
メ
リ
カ
を
批
判
す
る
前
に
、
そ
う

し
た
国
の
姿
を
変
え
て
、
世
界
に
乗
り
出
し
て

い
く
と
き
だ
。
ロ
シ
ア
と
中
国
の
膨
張
主
義
が

強
ま
り
、
米
国
と
欧
州
の
役
割
が
低
下
す
る
世

界
。
そ
の
な
か
で
日
本
の
生
息
ス
ペ
ー
ス
は
狭

ま
る
ば
か
り
だ
。
い
ま
こ
そ
日
本
が
自
ら
の
道

を
啓
開
し
て
国
際
公
共
財
を
守
る
役
割
を
担
い
、

国
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
広
げ
て
い
く
べ
き
だ
。

　

そ
し
て
ア
メ
リ
カ
に
「
一
緒
に
や
っ
て
い
こ

う
」
と
呼
び
か
け
よ
う
。
幸
い
、
ア
メ
リ
カ
で

は
親
分
は
利
か
ん
坊
で
も
、
閣
僚
た
ち
に
は
立

派
な
人
た
ち
が
多
い
。
内
閣
の
外
交
・
安
保
に

携
わ
る
人
び
と
の
実
力
は
こ
れ
ま
で
の
政
権
以

上
だ
。
日
本
が
呼
び
か
け
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
も

断
れ
ま
い
。
逆
に
こ
れ
を
や
ら
な
け
れ
ば
、
日

本
は
漂
流
す
る
世
界
の
な
か
で
沈
ん
で
し
ま
う

だ
ろ
う
。

岡
本
行
夫
（
お
か
も
と
・
ゆ
き
お
）

外
交
評
論
家
。
広
い
視
野
と
鋭
い
視
点
に
基
づ
く
分
か

り
や
す
い
解
説
に
定
評
が
あ
る
。
一
橋
大
学
経
済
学
部

卒
業
後
、
外
務
省
入
省
。
一
九
九
一
年
に
退
官
後
、
同

年
岡
本
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
を
設
立
。
橋
本
内
閣
、
小
泉
内

閣
と
二
度
に
わ
た
り
首
相
補
佐
官
を
務
め
る
。
講
演
、

テ
レ
ビ
、
新
聞
・
雑
誌
等
、
幅
広
く
活
動
。
立
命
館
大

学
客
員
教
授
。
東
北
大
学
特
任
教
授
。
Ｍ
Ｉ
Ｔ
国
際
研

究
セ
ン
タ
ー
シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー
。
著
書
に
、
首
相
補
佐

官
当
時
の
回
想
録
『
砂
漠
の
戦
争
』（
文
藝
春
秋
社
、

二
〇
〇
四
年
）
他
。
関
連
図
書
に
『
岡
本
行
夫
―
現
場

主
義
を
貫
い
た
外
交
官 

90
年
代
の
証
言
』（
朝
日
新
聞

社
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。

会田弘継〔2016〕

『トランプ現象とアメリカ保守思想』
左右社　

ト

岡
本
行
夫

株
式
会
社
岡
本
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ

代
表
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アメリカ・
ファースト

ト
ラ
ン
ポ
ノ
ミ
ク
ス

保
護
主
義
の
懸
念

新
政
権
へ
の
期
待

日
本
の
好
機

経
済
政
策

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

国
際
通
商
政
策

安全保障の激変を懸念
・WTO協定に抵触する可能性
・今となってはRCEP早期締結が重要
・農業保護と米車販売を取引するな

マイナスの影響は
不可避
・パリ協定の勢いを削ぐ
・市場原理から「石炭復活」は
無理

・米ロ関係の好転は、日本の
対ロ交渉力に影を落とす

経済対話は鬼門
・経済への悪影響も
・安全保障の取引で為替を人質にするな
・そもそも、減税の経済効果は疑問

長期成長志向に転換せよ
・生産性向上と雇用支援を軸に
・法人税率の大幅引き下げと投資障壁
の引き下げ

・医療費抑制など幅広い支援策を

自由や民主主義など
「国際公共財」を守れ
・「国際公共財」の担い手を失い、世界
は漂流を始めた

・米国批判の前に日本は自らの姿を変
え、米国に呼びかけよ
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